
地域の現状・課題

※ 医療需要
（推定人口）

26,000人～52,000人
※約5万人規模を想定

双葉郡に先行整備すべき二次救急医療機関の機能

現行  （当面の対応） 先行整備すべき二次救急医療機関  （今後の対応）

救急医療
◆震災前に4病院あっ
た二次救急医療機関は
全て休止中
◆双葉エリアの救急医
療は、郡内で再開･新
設した医療機関や近隣
の二次救急医療機関に
依存
◆近隣二次医療機関の
負担増大
◆病院受入までの時間
の拡大
◆除染作業員等への医
療提供

◆医療スタッフの確保

その他
◆採算見通しの不透明
さから医療機関の再開
が進まない
◆スタッフ確保の厳し
さから、震災前の医療
ニーズを提供できてい
ない
◆通院困難者（高齢
者）への医療提供

ふたば救急総合医療支援センター

救急専門医の配置
富岡消防署 楢葉分署

※このほか、医大では、休日夜間に重大事故が発生した

場合に医師を派遣（24時間365日対応可能）

先行整備すべき二次救急医療機関

医療スタッフの確保
医大医師の派遣

医師の確保調整（広島大学等）

近隣二次医療機関の負担軽減

救命率の向上

近隣地域
※広域連携体制を整備

避難地域
※再開医療機関

支援

医師の確保・調整

重症者等の転送
ドクターヘリ等による搬送等

二次救急医療機関の
地域医療連携のイメージ

◇地域医療連携

・高度医療が必要な者は、医大、近隣

二次医療機関へ搬送

◇初期治療（トリアージ等）

◇近隣二次医療機関との連携強化

◇搬送先医療機関の決定・調整
◇初期被ばく医療

◇２４時間３６５日体制で 救急医療
を提供（救急科））

地域における救急医療の確保

二次救急

医療機関

再開一次

医療機関

軽傷者の転送

医療提供の役割分担・

医療提供支援

県立医大

近隣二次

医療機関
(連携病院)

重症者等の転送総合診療専門医

◇地域の医療等ニーズの把握

◇医療提供が必要な患者への訪問診療

◇通院困難者への訪問診療

◇介護・福祉施設等との連携

再開医療機関支援

通院困難者への医療提供

※地域の医療需要等を踏まえ、
必要な病院機能を検討

◇入院機能
（経過観察が必要な患者）

（在宅復帰までの生活支援が必要な患者）

◇帰還高齢者を支える体制の確保


